近頃での 一 番 さむい 夜だった。 

暦のう ちで は、 まだ 秋の なかに 数えられる 日だった 

けれど、 太陽の 黒点の せいでも あろう か、 寒暖計の 水 

ちぢ 

銀 柱 は ダンと 下の 方へ 縮 〔# ルビの 「ちぢ」 は 底本で は 

「ちじ 匕んで しまい、 その 夜更け、 戸外に 或いは 立ち番 

をし、 或いは 黙々 として 歩行し、 或いは 軒下に 睡リか 

くしゃみ 

けて いた 連中の 誰も 彼 も は、 公平に たてつづけの 嚏 

を 発し、 



「ゥゥ ゥン、 今夜 は 莫迦に 冷え やが る」 

といった ような 意味の 独 言 を 吐いた のだった。 

しろうと 

獵奇 趣味が 高 じて 道楽に 素人 探偵 を やって いると い 

う 変り種の 青年 理学 士、 帆 村 荘六君 も、 丁度 この 戸外 

組の 一 人だった。 彼 は 今、 午前 三時 半に おける 新 宿の 

ブロ— ドウ エイの 入口に さしかかった ところで ある。 

大 東京の 心臓が ここに 埋まって いると 謂われる 繁栄 

の 新 宿 街 も、 この 時間に は、 まるで 湖の 底に 沈んだ 廃 

都の ような 感 があった。 グロテスクな 装飾 を もった 背 

TQ- す 、！， ろ 

の 高い 建物 は、 煤 色の 夜霧の なかに、 ブル ブル 震えな 

がら 立ち並ん でいた。 ずっと 向う の 十字路に は、 架空 



そうに 思われた。 

彼は怪 音の 出 所 を、 ネオン 横丁と 断定した。 それで 

その 横丁に とびこむ と、 向う の 端まで 家並 を、 ザッと 

一 と 通り 睨みながら、 通りぬ けたが、 入口の 扉 や、 窓 

などが 開いて いる 家 は 一 軒 もなかった。 

(こいつ は 間違った かな) 

そう 思いながら、 こんど は 両側の 窓 下と 戸口 を 一 々 

みだしな 

丁寧に 見て ゆく ことにした。 彼の 身鎂 みの 一 つで ある 

ポケット • ランプ をパ ッと點 ける と、 まず ネオン 横丁 

の 入口に 最も 近い カフェ • ォソメ の 前に 跼んで 戸口 

まどわく 

の 前 や、 ス テン ド. グラスの 入った 窓枠な ど を 照し、 



なに か 異常 はない かとさが したが、 そこに は 血潮 も垂 

れ ていなければ、 泥靴の 生々 しい 痕 もない。 扉 は 押し 

て もビク とも 動かなかった。 では この カフェ . ォソメ 

も 大丈夫であろう。 こんな 風に、 隣り から 隣り の 力 

フエへ と、 表口 を 一々 しらべて いった。 だが、 何処に 

も 異状が 見当ら なか つたの だった。 

「人殺し ィ。 うわ あ、 誰かき て …… 」 

ィキ ナリ帆 村の 頭の 上で、 婦人の 金 切 声が あった。 

それ は 丁度、 四 軒 目の カフェ • アルゴンの 前だった。 

悲鳴 は、 その 三階と 覚 しい あたりから 発した よう だつ 

た。 



ものが 見える ではない か。 ギヨ ッ として 反射的に 身 を 

引いた が、 よく 見る と 何の こと だ、 天井裏の 小さな 節 

穴 だ つ た。 

(こいつ はいい ものが めつ かった) 

帆 村 は、 節穴の 方に、 ジリ ジリと 這いよ つた。 節穴 

は 思った より 大きく 一 銭 銅貨 大 もあった。 それに 片眼 

を あてて、 ソッと 下の 方を視 いてみ た。 

「呀 ッ」 

孔の 真下に は、 果して、 顔面 を 真紅に 血潮で いろど つ 

た 一個の 惨死体が、 ほのぐらい 室内 灯の 光に 照し ださ 

れて、 横たわって いたのだった。 それ は、 年の 頃 は 五 



殺された の は、 この カフェ. アルゴンの 主人で ある 

むしお へ いさく 

虫 尾 兵 作 だ つ た。 

その 隣室に いた 女性 は、 同人の 妾で ある 立 花お みね 

と 呼ぶ 者だった。 

誰が 殺した か。 

殺した 手段 は、 帆 村が 発見した ピストル による こと 

は、 大体 明らかであって、 なお 屍体 解剖の 上で 確かめ 

られる 手 害に なった。 では 何物が、 天井裏に のぼって、 

あの 節穴から カフェ • アルゴンの 大将 虫 尾 兵 作 を 狙い 

射ちに したの か。 

しょげ 

「おみね さん」 と大 江山 警部 は、 悄気き つてい る 大将 



の 妾に 言葉 を かけた。 

「この 部屋に は 寝床が 二つと つて あるが、 一つ はお 前 

さんの 分で、 もう 一 つ は 誰の 分なん だい」 

「ハイ。 それ はァノ …… 」 

「は つ きり 言いなさい」 

「ハ、 それ は、 なんで ございます、 うちの ナンパ—. 

ワンの 女給、 ゆかりの 寝床なん です」 

「ゥン そうか。 で、 その ゆかりさん は 見えない よう だ 

が、 どうし たんだい」 

「それが ちょっと、 ァノ、 昨夜 出た つきり 帰って まい 

りません ので …… 」 



ご まか 

「な ァ、 おみね さん。 胡麻 化しち やい けない よ。 敷つ 

ぱ なしの 寝床 か、 人が 寝て いた 寝床 か、 ぐらい は、 警 

視 庁のお まわりさん にも 見分けが つくんだ よ」 

このと き 帆 村の 頭の なかには、 ネオン 横丁の 出口の 

ところで 見た 怪しの 人影の ことが ハツ キリ 浮かんで き 

たのだった。 

「言えない ね」 と大 江山 警部 は 顎 をな でた。 

「じ や 別の こと を 訊く が、 大将 は 誰かに 恨み を 買って 

いたよう な こと は 無かった かね」 

「それ は ございます。 妾の 口から 申します の も 何で ご 

ざいます が、 ここから 四 軒 目の カフェ. ォソメ の 旦那 



ちょっと 考え込んで いたが、 「この辺で 工場へ 行って 

いる 人と か、 職工 あがりと いう 種類の 人 を 知らない か 

ね」 

「ああ、 あいつ かも 知れません。 ネオン. サイン 屋の 

一 平です。 あれ はこの 横丁の 地 廻りで、 元 職工 をして 

たので、 ネオン を やって るんで す。 うちの ネオン も、 

一 平が 直しに 来ます」 

「ふうん。 一平と 虫 尾と は どんな 交際 だい」 

「さあ、 別にき きません けれど …… 」 

おみね は、 やっと 気分 を とりもどして きたよう だつ 

た。 



るかった おみね の 顔色が、 さッと 蒼くな り 全身に 軽い 

痙攣まで がお こったの だった。 
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「この ライタ ー は 誰ので す？」 帆 村荘六 は、 おみね が 

きょうがく 

驚駭 にう ち ふるえて いる 前に、 この カフェ ，アルゴン 

の 入口で 拾った ライタ ー を さし 示した。 

「 •：：• い、 一 平ので しょう」 と、 おみね。 



「なに 一 平の ライタ ー だって」 大 江山 警部 は 身体 を 前 

へ のり 出した。 

「おみね さん、 君が 先刻 返事 をして くれなかった こと 

があった ね。 この 二つの 寝床の 一 つ は 君が 寝て いたが、 

今一 つに は 誰が 寝て いたか。 それ は ナンパ！ ワンの 

女給 ゆかりの 布団なん だろう が、 入って たの は 別人 

だった。 いいかね。 この 帆 村 君 は、 さっき 四時 前に、 

ここから 長身の 男が 逃げて ゆく の を 発見し たんだ。 つ 

づ いて ライタ ー を この 家のう ちで 拾った。 すると、 

こっちの 布団 (と、 一方の 寝床 を 指しながら) に は、 

その 背の 高い、 その ライタ ー の 持ち主が 寝て いたの だ。 



隣り の 布団 をみ て (ゆかりの 奴、 寒がり だから 頭から 

布団 を かぶって 寝て やが る) と 思った。 それから 再び 

自分の 室に 入る と、 脅迫状が 恐い もの だから、 厳重に 

錠 をお ろして 寝た。 そこでお みね は、 先客の 一平が 寝 

ている ゆかりの 布団へ もぐりこんで、 午前 三時 半まで 

いた。 それから 頃 合よ しとい うので あの 犯行が 始まつ 

た。 —— 」 

「それにしても 午前 四時 近くの 犯行 は、 すこし 遅す ぎ 

ますよ」 

「な あに、 一 平が 脅迫状に 寒い 日に やつ つける と 書い 

た。 一日のう ちで も 一番 寒い 時刻と いうの は 午前 四時 



「あなた、 昨夜、 何時 ころから 出て、 どこへ 行って ま 

した、 叱る わけ じ やない から、 ドン ドン 言って くださ 

い」 

「あたし、 あの ゥ なんです ノ、 昨夜 は、 ちょっと 外泊 

ちぎ 

したんで すが …… 」 と、 彼女 は 行末 を 契った N という 

青年と、 多摩川の 岸に ある H 風呂へ 泊り に 行った こと 

を、 真直ぐ に 告白した。 そうして、 午前 五 時 近く 暁の 

露 を 吹きとば しながら 自動車で 此処まで 帰って きたの 

だと 言った。 

(ゥ ン、 もう 夜明け だ) 

帆 村 は、 いつしか 白く 明るい 光線が 忍び こんで 来た 



「どっち もどつ ちの の つぼです わ」 

「銀 太と いうの は、 ここへ もちよく ちょく 忍んで 来る 

だろう ね」 大 江山 警部 は 訊いた。 

「私が、 いいだしに つかわれ てるのよ」 そう 言って 彼 

女 は 寝床の 一 つ を 指して 鼻の 先で フ フンと 笑った。 

「いや その 位で、 ありがとう」 

警部 は 外 山に、 彼女 を 下げる ように 目 交せした。 二 

人 は 又 元の 階段 を トコ トコと 降リ ていった。 

「いよいよ 足りなかった 最後の 方程式が みっかつ たよ 

うだね、 帆 村 君」 

「そうです ね I 



てだした のです よ。 銀 太が 居て はか かり 合いになる か 

ら、 おみね は 銀 太 を 逃がした のです、 銀 太 は 裸の 上に 

着物 を 着直して、 いろんな 持ち もの を 懐に ねじこんで 

逃げる うちに、 あの ライタ ー を 落とし たんです。 銀 太 

が 相当の 道程 を 逃げた ころ を 見 はからって、 マダムの 

おみね が 『人殺し ッ』 と 怒鳴つ たんです」 

「すると、 あの ピストル は、 誰が 射った ことになるん 

だい」 

「調べて みなければ わかりません が、 多分 ネオン 屋の 

一平が 射つ たんでしょう。 カフェ . ォソメ の 女坂 も怪 

しいです がね」 



「ゆかりの こと は H 風呂に きいて 午前 四時 半まで、 N 

という 男と 滞在して いた ことが 判りました。 それから 

大久保 一平、 あの ネオン 屋で すね、 あいつに ついち や 

意外な ことがあ るです」 

「ほほう、 どうしたと いうんだ」 

「あいつの 家 を 叩きお こして みました が、 昨夜 は 夕 か 

ら 出た つきり、 朝方まで、 とうとう 帰って来なかった 

ん です」 

「それで …… 」 

「それで こいつ は 怪しい と 思って、 帰りが けに 淀橋署 

に、 ちょっと 寄って、 偶然 一平の こと を 聞いて みまし 



帆村荘 六の 面目 玉 は 丸潰れだった。 彼が 犯人と 指摘 

した 人物 は、 皮肉に も、 警察署の 留置場に 一 と晚 送つ 

て、 この 上ない アリバイ を斿 えていた のだった。 帆 村 

に、 如何なる 整然たる 推理が あっても、 かの アリバイ 

の 事実 は それ を 木ッ葉 微塵に 吹きとば してし ま つ たと 

いってよ い。 

(だが、 もしゃ …… ) と 帆 村 は 螺旋階段 を 静かに 下に 

おりながら、 なお 諦め かねる 思索に とりすがった。 

(もしゃ、 犯人が 現場に いなくて、 ピストルが 射てる 

としたら、 どうだろう。 それ は 果して 絶対に あり 得べ 

からざる ことだろう か。 一平み たいな 人物に は、 一体 



どれ 位までの ことなら 出来る のだろう か。 あいつ は、 

一 個の ネオン • サインの 看板屋なん だが) 

屋根裏の ピストル。 それに 気になる の は、 あの 脅迫 

状の 文句 「寒い 日に やっつける」 という こと。 

不図 気がつく と、 階下で 男女が 声高に 争って いる 様 

子 だ。 

「だって、 どうしても 思い出せな いのよ ォ」 そう 言つ 

て 鼻声 を 出して いるの は、 先刻の ナンパ— • ワンの ゆ 

かりだった。 

「あんた は、 冗談 を 言って いるんだ。 ょォ、 あとで ゥ 

ンと 奢って やる から、 早く そいつ を 出しと くれ」 そう 



氺氺 * 

事件の あとで、 素人 探偵の 帆 村荘六 は、 こんな こと 

を 発表した。 

「犯人 一 平が 考案した 現場 不在証明の ある 殺人 方法と 

いうの は、 実は ネオン • サインと、 当日の 異常な 気温 

降下と に 関係が あつたん です。 そういうと 不思議にお 

思いで しょうが、 屋根裏へ 仕掛けて 置いた ピストル を、 

電気 仕掛で 発火 させたん です。 

そういうと 不思議 にお 思いで しょうが、 実は 屋根裏 

に 仕掛けて あった ピストルの 引金 を、 電気 仕掛けで 引 

張る ようにして あつたの でした。 その 電気 仕掛け は、 



ネオン • サインの 硝子 管と、 あれ をと りつけ てあつた 

壁と に 仕掛けて あった 銅で 出来た 二つの 接点が 普段 は 

離れて いるた めに 働かない ようになつ ていたの です。 

一 体 ネオン . サイン は、 建物の 一 番 高い 壁 体に とりつ 

さぞ 

けて ぁリ ますが、 下から 見る と、 嘸ガッ シリと ネオン 

の 入った 硝子 管が 止めて あると お思いで しょうが、 本 

当 は、 たった 一 ケ所 だけし つかり 留め、 一 方 は、 ちょつ 

とした 支持 物の 上に 載って いる だけなん です。 これ は、 

壁 体と 硝子 管との 温度に 対する 伸び縮みが 違う ところ 

から 必要な わけなんで、 昼間 は 硝子 管よりも 壁 体が 

ズッと 伸びて いますが、 夜になる と 壁 体 は グッと 縮ま 



るので す。 高い 屋上で は、 この 伸縮が ことに 著しい の 

です。 犯人 一平 は、 これに 目 をつ けたので した。 二つ 

の 銅の 接点 は 屋内に 入って ピストルの 引金のと ころと 

電灯 線に 繫っ ていました。 昼間 はこの 接点が かなり 

離れて いますが、 夜間と なり 暁と なると 壁 体の 方が 硝 

子 管よ リグ ンと 縮んで くるた めに 接点 の 距離 はず つ と 

近づ きます。 しかし 普通の 寒さ で - J の 接点が まだ 接触 

する ほどまでに なりません が、 あの 事件の あった 夜の 

ように、 猛烈な 寒気が 襲って くると、 壁 体 は 著しく 伸 

縮し、 壁 体と ネオン . サインの 硝子 管と に とりつけて 

置いた 二つの 銅の 接点が 遂に 火花 を 出して 接触す るの 



です。 接触す ると、 その 接点 を 通じ 始めて 電灯 線から 

ピストルの ところへ 電流が 流れて 引金 を グッと 引 張る 

ことになるから、 そこで ピストルが ド カンと 発射され 

べらぼう 

る 順序に な るんで す。 この 仕掛け は、 あのよう に 篦棒 

に 寒い 暁 近くで もなければ、 普通の 日の 昼間 はもち ろ 

ん夜 見ても、 二つの 接点が 離れて いるから それだけで 

ちょ つ と 

は 鳥渡なん のこと やら、 怪しまれずに 済む 害なん です。 

あの 犯行の あった 日 は 大変 寒い 日で、 その 夜の 明け方 

ちかく 気温が 急 降す る ことが 別った ので 〔# 「別った の 

で」 は ママ r その 夜 はきつ と、 兼ねて カフェ • アルゴン 

の 屋根裏から 大将 虫 尾 兵 作の 頭 を 狙わせて ある ピスト 



と 真な り。 成功の暁には 本書 引換に 報酬 金 一 萬 

円 相 渡すべき ものと す。 後日の ため 一札、 仍っ 

て 如 件 

四月 一 日 女坂 染吉※ 

〔# 丸 付き 印、 245- 下 09〕 

大久保 一 平 殿 

要するに 一 平なる 人物 は、 和製 カポネ 団の 一 員 だつ 

たんです。 質札 を 預けた の は、 その 夜、 警察で しらべ 

られ るの がお そろし かった のでした。 それから 無論、 

カフェ . ォソメ の 主人 女坂 染吉 も、 主犯と して 即日、 

捕縛され たこと は 言う まで もありません。 云々」 
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